社会教育機関としての第一歩 by 熊野,正也
社会教育機関としての第一歩
熊　　野　　正　　也
進行しつつある
大学博物館の国
際化
第7回博物館公
開講座
　1991年度の日誌抄を参照してもわかるとおり，本年度もいろいろな事業に追わ
れる一年間であった。もっとも，この日誌抄には大学関係の行事が含まれていな
いので，入試とか入学式・前後期の期末試験・卒業式などといった学年暦もこれ
に加わるとまさに多忙の一年につきることになるのである。日誌抄で目につくこ
とは特別来館者がきわめて多いということである。特別来館者は，単に展示の見
学を目的としたものではなく，学会・行政・他大学関係あるいは国外関係者が，
見学を含めたその他の目的で訪問した場合の者をいう。大学附属博物館といえど
も社会教育機関であり，多くの人々に活用されるということは，ひじょうに喜ば
しいことであるし，また，ぜひ，そうあらねばならないのである。本館のも一つ
の特徴としては，大学附属博物館という関係上，地方に分散している卒業生が上
京の折に立寄り，各地方博物館や埋蔵文化財センターとの情報交換を行ったりす
ることができるということである。なお，今後は本館に対してさらに情報センター
としての役割りを果すべく要求が強まることにもなろう。
　ちなみに1987年度以来，本館を訪れた国外からの来客について概述してみよう。
現在までの総人数は109名である。国別にその内訳を述べてみると，中国48名，
韓国30名，台湾5名，タイ2名，ラオス1名，パキスタン5名，ユーゴスラビァ
1名，ソ連6名，アメリカ5名，イタリー1名，カナダ1名，ペルー2名，ドイ
ッ2名などとなっており，人数的には中国・韓国が圧倒的に多い。国別にみると
13ヵ国にもおよんでいるのである。もはや本館は日本だけの大学博物館ではない。
いまや，世界の中の大学博物館に育ちつつあるのである。こういった現状をふま
えつつ，21世紀へ向けた大学博物館を目ざすべきであることを痛感せざるを得な
い。この21世紀へ向けた大学博物館を目ざすためには，まず大学当局の抱く固定
された従来の博物館観を捨て去ることから出発しなければならないだろう。21世
紀へ向けた大学博物館構想については別の機会に述べるつもりでいる。
　さて，本年度の事業トップは，公開講座である。4年前に開講したこの講座は
今回で通算7回目を数えることになったが，テーマは従来と趣を異にし，『世界
の考古学』をとりあげることにした。博物館公開講座は年2回，つまり，春と秋
に実施しているが，本年度は統一テーマを『世界の考古学』とし，春をその
PART　I，秋をPART　llとすることにした。会場は大学会館8階大会議室である。
　第1回目の講義は新潟大学人文学部助教授小野昭氏を講師に迎えて，5月10日
　（木）に行れた。氏にはヨーロッパの考古学をお願いし，テーマは「ネアンデル
タールーその遺跡！ヒト・環境」である。講師を簡単に紹介すると1946年生，
1969年明治大学文学部史学地理学科考古学専攻卒，現在新潟大学人文学部助教授。
著書には「後期旧石器時代の集団関係」『考古学研究』23－1　1976，「分布論」
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小野　昭講師
黒川哲朗講師
『日本考古学を学ぶ』1　1978　有斐閣，「石器の生産」『岩波講座日本考古学』
　　　　　　　　3　1986　岩波書店，「文化の広がりと地域」『日本人類文化
　　　　　　　　の起源』　1988　六興出版，「旧石器時代における地域差と時
　　　　　　　　期区分」『考古学研究』35－2　1988　など多数ある。
　　　　　　　　　講義の内容は次のとおりである。「ネアンデルタール」と
　　　　　　　　聞いてまず何を想いうかべるだろうか。普通はネアンデル
　　　　　　　　タール人＝旧人の総称として受けとっているのではないだろ
　　　　　　　　うか。「ネアンデルタール」という名称はそれほど化石人類
　　　　　　　　のネアンデルタール人と分ちがたく結びついている。そして
　　　　　　　　このことは当然正統な理解でもある。
　　　　　　　　　しかしむしろ，旧人（ホモ＝サピエンス＝ネアンデルター
　　　　　　　　レンシス）との結びつきで想定されることが強すぎて，化石
　　　　　　　　骨発見の標式地としての遺跡とその環境がどのようなもので
あったのかが忘れさられていることが問題ではないだろうか。
　カルヴァン派の伝統師で詩人のヨアヒム・ネアンデルの名にちなむネアンデル
タ　ル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 タ　ル
渓谷は，現在の西ドイツ中部のデュッセルドルフの東方にあって，その渓谷には
デュッセル川が流れる。ネアンデルタールの石灰岩洞穴から発見された化石人骨
についての最初の報告は，エルバーフェルダー新聞紙上に1856年9月6日付で出
ている。以後数多くの論評・論争を経て，現在はわれわれと同じホモ属サピエン
ス種に分類されている。
　ここではヨーロッパの考古学で人骨・考古遺物（石器・骨器）・環境などを結
びつけて考えることのできるテーマの中から，ネアンデルタール段階；中期旧石
器時代に焦点をあて，中部ヨーロッパを中心として，後期旧石器時代との対比に
おいて検討してみたい。
　ネアンデルタールで人骨が発見されて150年近く経過するが，その後中部ヨー
ロッパではごく最近にいたるまでネアンデルタール段階の開地の遺跡（Open　air
site）はほとんどない状態が続いていた。最近の10年以内で，ライン川の中流域
を中心にネアンデルタール段階＝中期旧石器時代の開地石が，石器・骨器だけで
なく，住居地をともなっていくつか発見され，当時の環境も復原しうるようになっ
てきた。この新しい研究動向にも，ネアンデルタールをめぐる，発見（19世紀中
頃）と現状（20世紀末）を見て，その意義を探ってみよう。一以上，レジュメよ
り一
　第2回目の講義は，5月17日（木），明治大学文学部兼任講師の黒川哲朗氏に
エジプトの考古学をお願いした。テーマは「エジプト学の世界」とし，氏のもっ
とも得意とするところである。さて，講師は1944年生，1970年明治大学大学院修
士課程修了，現在本学文学部兼任講師。著書には『エジプトの遺跡』1971　写真
と編集社，『エジプトの秘宝』1～5（共著）1979～1985　講談社，『図説古代エ
ジプトの動物』1987六興出版ほか多数ある。
　黒川講師は1988年度のエジプト第8次調査に参加しており，講義はその調査を
もとにスライドを用いながら進められた。第8次調査はネロ・ハトホル各神殿内
の立坑墓，神殿域内の東南隅・中庭ll東・参道東・中門西の各地区，遺跡の北方
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植木　武講師
地区において実施されたが，中でも立坑墓と中門西区の成果
を中心に話を進めた。
　黒川講師の引用した川西宏幸『エジプト・アコリス遺跡発
掘予備報告』1988年度版あとがきより抽出する。遺跡の南西
に屹立する岩山の裾を穿き，神殿ないし廟堂と目される部屋
が複数設けられており，それぞれの床面には，立坑墓が1基
ずつ付属している。1986年の第6次調査以来，それらの立坑
墓にも調査の手を及ぼしてきたが，昨年度の調査で，地下9m
に穿たれたハトホル神殿内立坑墓の南墓室から，数多くの副
葬品が出土した。なかでも出色は模型の葬送船であり，その
発見によって，墓の年代が4，000年前の中王国時代に遡るこ
とになった。この地区の立坑墓は，1926年のH．E．　A．　Selfの
発掘調査によって末期王国時代にあたることがすでに知られており，また遺跡の
形跡新王国時代に遡るこのただの発見はきわめて重要なものである。
　出土した葬送船模型は，他に例をみないほど写実性に富んでおり，船舶史上資
料的価値の高いものである。船体は脆弱なので，一部を取りあげ，残る部分は埋
め戻し本年度の調査に委ねることにした。3m四方の墓室内にはなお厚さ1m余
の埋土を残しており，そこからさらに副葬品の出土が予想される。
　中門西区においては，100片を上回る多量のパピルス製コプト語文書が出土し
た。解読結果によれば，訳された内容は宗教関係と経済関係とに大別される。宗
教史上はもとより言語学的にも重要な資料になると思われるが，その吟味は今後
の研究にまたなければならない。
　絹裂の化学分析が行なわれ，それによれば，中国南部系統のものであろうとい
う。これはハトホル神殿内の立坑から一昨年出土したものであり，出土状態から
みて，イスラム時代以前に遡る可能性が高い。したがって，中国産であるとも，
ビザンチオン帝国ないし中近東・エジプト産であるとも考えられるところである
が，ここで中国産の可能性が高まったことになるわけである。ローマ時代にはイ
ンド洋・ナイル河経由でも中国産の絹がもたらされたという。今回の分析結果は
この南海交易路の存在を実証する意味で特筆されるべきであろう。
　また，和凧を利用して低空から写真撮影を行なった。その結果，遺跡の中心を
占めたローマ時代のセラピス神殿から北にのびる直線道路が確認された。これは
アコリスを南北に貫く中央道路であり，きわめて整然とした町割りが存在したこ
とを物語っている。なお，遺跡に隣接するテヘネ村の現コプト協会は，この中央
道路の北端に位置する。1，000年以上隔たる二つの建物が1本の直線道路で結ば
れていることも興味深い。一レジュメより一
　5月24日　（木）は第3回目の講義で，講師は共立女子短期大学助教授植木武氏
である。テーマは「太平洋の考古学一三大巨石遺跡を中心に」ついてお願いした。
氏は1946年生，1968年明治大学文学部史学地理学科考古学専攻卒業，その後，東
京大学・ハワイ大学・ブリティシュコロンビア大学・ペンシルバニア州立大学・
ブラウン大学等で勉学を続け，1984年ブラウン大学人類学部博士課程修了後人類
学博士を授与，現在共立女子短期大学助教授，明治大学文学部兼任講師。著書に
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鈴木忠司講師
メラネシアは「黒い（人々）の島々」，
意味となり，誰が命名したか知れないが，的をえた名称であることに驚かされる。
　さて，これらの南太平洋諸島に居住する人々の文化は，われわれ研究者の仲間
うちで言われる，いわゆる「模擬実験室」としての格好のデータを提供してくれ
る。すなわち，地理的にも文化的にも制約・隔離される島という実験室の中で，
初めて人間が渡来してから現在に至るまでの変遷過程を，言語・文化・適応・テ
クノロジィー等に関して如実に物語ってくれるからである。そこで，人類学・考
古学・言語学・生態学・民俗学・歴史学者の関心をひいた事は，当然のことで
あった。
　本日の話は，陽日あふれる南海の島々の中でも，特にわれわれの目をひく三大
巨石遺跡について話してみたいと思う。以下略。（……です調を…である調に改変。
以下略）一レジュメより一
　4回目は古代学研究所助教授鈴木忠司氏を講師にお迎えした。テーマは「アフ
リカの考古学一人類の創世記」についてであり，5月31日（木）に行われた。鈴
木氏は以前の公開講座で一度講師にお迎えし，すでにお馴染みの一人であるが，
改めて講師及び著書の紹介をしておきたい。氏は1946年生，1971年明治大学院修
士課程修了，現在，財団法人古代学協会古代学研究所助教授である。著書には「ア
は『南太平洋の考古学』1978　学生社，『世界考古学事典』（共
著）　1979　平凡社，『太平洋一東南アジアとオセアニアの人
類史』（共訳）　1989　法政大学出版局，「ハワイにおける葬
制一プラットフォーム石室墓」『駿台史学』68　1986など多
数ある。
　講義の内容については，次のとおりである。南太平洋を，
文化・言語をもとに分割すると，マイクロネシア（ミクロネ
シア），メラネシア，それに，ポリネシアとなる。これらの
名称は，すべてギリシャ語に由来するもので，マイクロとは
「小さい」を意味し，メラとはメラニン色素でも知られるご
とく「黒い」を意味し，ポリは「たくさん」を意味する。ネ
シアは「島々」であるから，マイクロネシアは「小さな島々」，
　　　　　　　　ポリネシアは「たくさんの島々」という
ウストラロピテクスの文化」『生物科学』26－4　1974，『先
土器時代の知識』1984　東京美術，「再論日本細石刃文化の
地理的背景」『論集日本歴史』1985　吉川弘文館，「ムラと生
活」『日本人類文化の起源』1988　六興出版，「素描・日本先
土器時代の食糧と生業」『朱雀』1　1988など多数がある。
　講義内容については次のようになる。一前略一近代人が，
人類の由来について科学的に正しい認識をもちはじめたの
は，常識的に言えば，ダーウィンの進化論（1859年『種の起
源』）からということになる。ダーウィンが，生物進化史上
における人間の位置について思いを巡らせて以来，アフリカ
の地は世界の多くの人々の熱い眼差の注がれるところとなっ
た。最初の化石人類の発見は，1856年ドイッおけるネアンデ
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量博満講師
ルタール人（旧人）の発見であったし，1891年にはジャワにおけるデュボアのピ
テカントロプス（原人）の発見があったりしたので，実際にこの地に科学調査の
メスが加えられるようになるまでには，なお％世紀ほどの日時を要するのだが，
しかし，ダーウィンは『人聞の由来』（1871年）の中で，人類の誕生の地がアフ
リカにあるだろうという明確な示唆をおこなっている。
　アフリカがこの問題に関して，最初に注目されたのは，1924年南アフリカ，タ
ウングにおいて，ダートが最初の猿人の化石を発見した時からであると言ってよ
いであろう。しかし，この発見もその真価が広く学界に受け入れられるようになっ
たのは，第二次大戦後になってからのことであった。タウングスベイビーと呼ば
れる最初の猿人の発見以降，類例の発見はしばらく南アフリカにおいて続くが，
残念ながらここでは，石器などの考古学的発見品が著しく乏しかった。結局，ア
フリカが人類生成の地として本当に注目され，活発な研究が推定されるように
なったのは，1959年タンザニア，オルドウヴァイ渓谷での，リーキー夫妻による
ジンジャントロプス・ボイセイと呼ばれる猿人化石の発見からである。一中略一
今日では，最古の人類化石は，エチオピア，ハダール地方で発見された，通称ルー
シーと呼ばれる猿人の仲間（アウストラロピテクス・アファーレンシス）である
とされている。およそ，350万年前と年代推定されている。しかし，これにはい
まだ石器の発見がない。最古の石器は，200・－250万年前に遡りうるのがせいぜい
のところだと考えられている。
　さて，アフリカにおける人類創世記は，上記のような発見をもとに語られるわ
けだが，この点について，ここでは，最古の人類の道具，それを用いて展開され
た猿人たちの暮し，化石資料から見た人類進化の図式などについて，発見史を振
り返りながらたどってみたい。一以下略一。（レジュメより）
　春の公開講座の最終回には上智大学教授量博満氏を迎え，「中国の考古学一東
南文明の形成」についてのお話しをしていただいた。期日は6月7日（木）であ
る。講師及び著書を簡単に紹介しておこう。氏は1935年生，東京大学大学院博士
課程修了，現在上智大学文学部教授をつとめ，明治大学大学院で考古学特論1の
講義を担当されている。著書には『バンチエン陶大観』（共著）1977雄山閣，『東
南アジア山地民族誌』（共著）1978　講談社，『考古学よりみた中国古代』（訳）
1980雄山閣，『Pong　Son　Drums　in　Vietnam』（監修）1990
六興出版など多数ある。
　講義内容について記しておく。一前略一　中国における歴
史研究は専ら書，つまり文献に基づいて行われ，記録が直ち
に歴史的事実を伝えるものと信じられてきた。この伝統的な
信古主義的傾向は今日でも根強く生きていて，古代史の研究
法に強く影響している。これに対して野外調査によって収集
される地下資料が古代史研究にとって取り入れられるべき，
つまり古代史研究に文献資料と地下資料とがあると主張され
るようになったのは，つい1920年代になってからのことであ
る。そして20年代末から始まる股嘘の調査は，地下資料が古
代史研究に決定的であると周知せしめるようになり，ここに
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学内共同利用機
関としての役割
3年次考古学実?
博物館実習
企画展の開催
中国における科学としての考古学の成立がある。この屋外で真実を求める考古学
という学問の出現は，中国の学問伝統において全く画期的な出来事であったと述
べて決して誇張ではない。
　こうして1920年代以降に科学となった中国考古学は，今日中国の研究者が黄金
時代と自負するほどに目覚ましい発展を遂げている。時空を充たす資料の量的増
加は，1949年の建国時に較べれば庵大であり，質においても，歴史理解の伝統的
な枠組みを壊すように衝撃的な新知見が陸続としている。この状況にあって輝か
しい成果のひとつが，先史時代から歴史時代への転換期の，つまり中国文明の形
成についての認識が深まったことである。屋内の書からは窺いえない実にダイナ
ミックな中国文明の誕生していく様子を屋外の事実が教えてくれている。一以下
略一（レジュメより）
　以上5回の講義で，春の公開講座が構成されている。全体テーマが『世界の考
古学』としてあるので，受講者層は比較的に若い女性が目についた6よく聞くこ
とであるが，こういった講座の受講者層の固定化が問題とされて久しい。しかし，
この受講者層の固定化については，開催曜日の変更あるいは時間変更，さらには
テーマによっても大きく変化することがわかり，ある程度の解決策にもつながる
ことがわかった。ちなみに，昨年度の開催曜日は土曜日の午後を設定したが，こ
の時は子育ての終えた主婦が多く，これからが自分たちの好きな学問の勉強をし
ていくんだという意気込みがみられた。
　次に本館では毎年，夏季休暇及びその箭後に各大学の学芸員養成過程の博物館
実習を受け入れているが，本年度から夏季休暇を利用して本学の考古学専攻3年
生の実習も受け入れることになった。この実習は2年次の際に発掘調査の実習に
参加し，この調査で得られた資料を今度は，水洗い，注記，接合，実測といった
整理から実測までの一連の作業をマスターすることを目的として行われるもので
ある。期間は8月1日から9月20日までであった。その間，大学の一斉休暇及び
土・日曜日は休館日なので休日とした。なお，本実習の指導は考古学研究室が中
心となり，博物館側はその補助的な役割を果たしている。
　博物館実習については，従来から次第に実習生の受け入れを拒む博物館が増加
しつつある現状から，本館は大学博物館としてできうるかぎりの実習生を受け入
れるよう努力している。本年度も大妻女子大学，千葉大学・明治大学の博物館実
習生を受け入れた。
　毎年1回，参考展示室で企画展を開催することになっているが，1990年度は『縄
文文化の燗熟』というテーマの企画展を開催した。会期は10月11日～11月　30日ま
でである。とりあげた時代は縄文時代の晩期である。縄文式土器の中でも比較的
古くから注目されたものとしては，亀ヶ岡式土器をあげなければならないだろう。
亀ヶ岡式土器はすでに江戸時代以来研究の対象とされていたのである。しかし，
今日のような編年体系を行ったのは山内清男博士であった。明治大学考古学研究
室も1960年代前後には縄文時代晩期の究明に情熱をもち，積極的な調査を行った。
1953年・1958年・1963年の3回にわたって調査した岩手県二戸市金田一・雨滝遺
跡をはじめとして，1962年の宮城県栗原郡一迫町・山王遺跡，1949年・1950年に
調査された愛知県豊橋市大村町・五貫森遺跡，茨城県稲敷郡桜川村・殿内遺跡，
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神奈川県横浜市磯子
区・杉田遺跡，愛知
県宝飯郡小坂井町・
稲荷山遺跡，千葉県
市川市北国分町・堀
之内貝塚，千葉市憤
橋町・積橋貝塚，佐
倉市江原・江原台遺
跡，福島県東白川郡
棚倉町・棚倉遺跡，
東京都新島本村・田原遺跡，茨城県稲敷
郡美浦村・法堂遺跡，神奈川県横浜市栄
区公田町・桂台遺跡，千葉県佐倉市岩
名・天神前遺跡など各遺跡から出土した
晩期縄文式土器などの遺物をはじめて一
堂に集めて列品したものである。弥生前
夜の東日本を土器を通じてかいまみるこ
の企画展は，特に研究者から高い評価を
得た。
　この企画展の開催中に秋の公開講座を
開催した。この講座は通算で第8回目で
ある。全体テーマは前回に引き続いて『世
界の考古学』とし，そのPART　llとした。
今度は「朝鮮半島の考古学」・「アラス
カの考古学」・「アンデスの考古学」・
「東南アジアの考古学」・「世界の考古
学と日本」の5本立とし，以下，次の先
生方をお迎えしお話をいただくことにした。
　10月25日（木）の第1回目の講義は，広開土王陵碑の研究で著名な李進煕氏を
お迎えした。テーマは「百済武寧王陵の発掘」である。氏は1929年生，1957年明
治大学大学院修士課程修了，現在明治大学・和光大学の講師。著書には『広開土
王陵碑の研究』　1972　吉川弘文館　『好太王碑と任那日本政府』　1977　学生社，
『広開土王碑と七支刀』　1980　学生社，『倭館・倭域を歩く一李朝のなかの日本
一』1984六興出版などその他多数ある。
　講義の内容について述べておこう，「東アジア世界」とか「東アジアの視点」
といったことば使われはじめるのは1972年3月，高松塚壁画古墳の発見がきっか
けだった。それより8ヵ月前の71年7月，百済の古都，公州で武寧王陵が発掘さ
れ，彩しい数の出土品は，「東アジア世界」のなかの百済，という視点が不可欠
であることを問いかけたのだった。
　公州が百済の都だったのは，475年から538年まで60余年間。公州の西北に位置
する宋山里には古墳群（9基）があって，15世紀の地理書『東国興地勝覧』の公
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州牧条に「（公州の）西に古陵墓あり，諺に百済王陵と伝えられるが，いまだ何
王かを知らず」と記されている。しかし，ほとんどの古墳が盗掘にあっていて，
　　　　　　　　　王陵の谷だという確証はえられなかった。
　　　　　　　　　　この古墳群のなかで，宋山里六号墳は搏築の横穴式石室を
　　　　　　　　　もち，四神画が描かれていたこともあって，保存の対象となっ
　　　　　　　　　ていた。搏築の壁には，四神を描く部分にのり粘土を塗って
　　　　　　　　　下地をつくり，その上白色の胡粉でそれを描いているのだが，
　　　　　　　　　雨水の浸透などで壁画の剥落が年毎に甚だしくなった。そこ
　　　　　　　　　で1971年7月，この古墳の北側に排水溝を掘り，雨水の浸透
　　　　　　　　　を防ぐことにした。
　　　　　　　　　溝を掘り始めて数日後，石灰混じりの硬い土層にぶつかり，
　　　　　　　　　それを取り除くと搏築の構造物が現われた。さらに掘りさげ
ると，それは古墳羨道の閉鎖部で，密閉されたままの状態だった。発掘を担当し
た金元龍氏（当時中央博物館長）はこう書いている。
　「（羨道の入り口を塞ぐ搏）一枚を引き抜いて中をのぞくと，ただちに羨道が
現われ，そこに石獣が口をあけてわれわれを睨みつけている。そしてその前に陰
刻の銘文も明らかなる石坂（墓誌石）が二枚並んでいる。実に心臓が止るほどの
驚きであった。
　二枚の墓誌石の上には南朝梁の五鉄銭90毎が紐を通して置かれていて，出土遺
物は，108種2906点であった。墓誌銘はつぎのとおりである。
①寧東大将軍百済斯麻王年六十二歳癸卯年五月丙戌朔七日壬辰崩，到乙巳年八
　　月癸酉朔十二日申申安厄登冠大墓，立志如左
②丙午年十二月百済国王大妃寿終，居喪在酉地，己酉年二月癸未朔十二日申午
　　改葬還大墓，立志如左
　墓誌によって，斯麻王は，523年（癸卯年）5月7日，60歳で世を去り，2年3ヵ
月後の525年（乙巳年）に本葬されたことがわかる。『三国史記』には，「武寧王
読斯摩」とあり，また武寧王條には「二十三年（523）夏5月王莞，誼日武寧」
とあって，墓誌銘は『三国史記』の記述と一致する。
　こうして，朝鮮の古代三国（高句麗・百済・新羅）のなかで墓誌によって王陵
がはじめて確認され，百済ばかりでなく新羅古墳の研究に大きく寄与することと
なった。また南朝の文物は，おおらかな「東アジア世界」の視点でみることをわ
れわれに求めたのだった。（レジュメより）
　11月1日（木），「アラスカの海洋適応文化」というテーマで本学学芸員養成過
程の矢島國雄氏に講師をお願いし，お話をいただいた。矢島氏は北海道大学岡田
宏明氏等とアラスカの共同調査を10年近くも続けてこられ，今回のテーマには適
任者である。氏の略歴と著書について簡単に紹介しておこう。氏は1948年生，
1975年明治大学大学院修士課程修了，現在明治大学文学部助教授である。著書に
は「先土器時代の石器群とその編年」『日本考古学を学ぶ』1（共著）　1978　有
斐閣　　「失頭状の石器の性格」『論集日本原史』　1984　吉川弘文館などがある。
　講義内容は次のとおりである。アメリカ大陸の先史文化の主人公はモンゴロイ
ドである。これらの人々は，いずれも，アジアから，ベーリンジアを越えて拡散
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していった人々とその後商者たちである。近年，モンゴロイ
ドの拡散は，人類学・考古学・言語学・民族学などを包括す
る共同研究が進められ，次々興味ある事実や仮説の提示が相
次いでいるが，アラスカは，新大陸に拡散していったモンゴ
ロイドたちの通路であり，議論の焦点ともなっている地域で
ある。
　アラスカの原住民たち一インディアン・エスキモー・ア
リュートの諸族一は，今日では大きな文化変容をとげて昔日
の姿を見ることはなかなか困難となっているが，誇り高き彼
らは，なお，独自の文化を今日も保持している。そのなかで
も極北～北太平洋の厳しく，一方で豊かな自然に真向から立
ち向かって築き上げられた高度な海洋適応文化が注目され
る。
　ここでは，このアラスカの原住民たちの海洋適応文化をたどって，環境と人間
をその社会・文化について見てみることにしたい。
　アラスカでの海洋適応の初源的な段階のものは，既に細石器文化の中に現われ
ている。その後，エスキモー・アリュート・北西海岸インディアン諸族によって，
それぞれの地域の環境に最も適合した形の海洋適応の高度採集狩猟文化が築かれ
てくる。この様子を，北西海岸イン’ fィアン地域（東南アラスカ），エスキモー
地域（ベーリング海沿岸），アリュート地域（アラスカ半島一アリューシャン列島）
の代表的な遺跡の調査から見ることにしたい。（レジュメより）
　11月8日（木）はアンデスの考古学について講師を丑野毅氏にお願いした。氏
は東京大学アンデス調査室によるアンデス考古学調査に長い
間従事してきた経験から，今回のお話をしていただくもので
ある。テーマは「北部アンデス地域の土器文明の発展」であ
る。ここで氏を紹介しておくと，1942年生，1965年明治大学
文学部史学地理学科考古学専攻卒，現在東京大学教養学部助
手。著書にはConstructions，　in　K．　Terada．　Excavations　at　La
Panpa　in　the　north　righlands　of　Peru．　1795，1979東京大学
出版会　　「栃木県・久分遺跡」『文化人類学報告』5　1989，
「上小岩遺跡の土器破片にみられた圧痕」『上小岩遺跡ll』
1990などがある。
　講義内容について述べてみよう。アンデス地域において日
本人による考古学的調査は，1958年，泉靖一教授を中心に東
京大学アンデス地帯学術調査団として組織された。その第一次調査には，ペルー
からボリビヤにいたる広大な地域を対象とした一般調査が実施された。踏査され
た遺跡の数は240ヵ所にのぼる。
　この成果をふまえて，1960年にはアンデス山地のコトシュ遺跡（ペルー）の発
掘調査が行なわれた。コトシュ遺跡では下層に先土器時代の建築を含む6期から
成る文化層が調査され，なかでもチャビン文化以前の土器を伴う文化層の確認さ
れたこと，先土器時代の神殿遺跡が発見されたことの成果は，アンデス文明の起
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源に関する研究に新たなテーマを提示することとなった。
　コトシュ遺跡は，ついで1963，1966，1969年と調査が続けられている。その間
にも近接地域にあるワイラヒルカ遺跡，シアコト遺跡，さらに北部のラ・パンパ
遺跡，また北部海岸地帯のラス・アルダス遺跡の調査も行なうことによってチャ
ビン文化以前の文化層の存在を確かめていった。
　1970年，泉教授の急逝によって寺田和夫教授が団長を引き継ぎ，核アメリカ学
術調査団の発足となった。アンデス文明の形成過程を解明するための調査は，さ
らに北部へと進出することになる。1975年，ラ・パンパ遺跡の再調査が行なわれ，
続いて1979，1982，1985年にわたってカハマルカ盆地のワカロマ遺跡の調査を中
心に，周辺遺跡の一般調査と発掘調査が行なわれた。ワカロマ遺跡では形成期の
神殿遺構が大きく三時期にわたって構築されたことが判明している。また，1982
年に行なわれたライソン遺跡でも岩盤を削って基壇を作った形成期の神殿遺構が
調査された。
　寺田教授も1986年に世を去り，大貫良夫教授が新たに調査団を率いて1988，
1989年，カハマルカ盆地の調査を行なった。同時に，海岸地域の文化との関係を
究明すべく，セロ・ブランコ遺跡，クントゥル・ワシ遺跡の調査も行なわれた。
いつれの遺跡においてもチャビン文化の形成に関わる貴重な資料が得られてい
る。今回のこのような経緯を持つアンデス調査団の足跡を概括的にまとめた話で
ある。（レジュメより）
　本来，11月15日　（木）は国立歴史民俗博物館助教授小野正敏氏による東南アジ
アの考古学をお話いただく予定になっていたが，次回の11月
22日　（木）の岡山大学名誉教授近藤義郎氏の当日，本学の事
情により急拠変更せざるを得なくなり，そこで，近藤氏と小
野氏との都合の調整の結果，この15日近藤氏にお話をいただ
くことになった。近藤氏には春・秋の総括という意味あいで
「世界の考古学と日本」という内容をお願いしたところ，氏
の重点研究の一つ「製塩土器　西東」というテーマをいただ
いた。講師及び著書の紹介をしておく。氏は1925年生，1949
年京都大学文学部史学科考古学専攻卒，岡山大学教授を永く
務め現在同大名誉教授。著書には『前方後円墳の時代』
1983　岩波書店，『農民と耳飾り』　1983　青木書店，『土器
製塩の研究』　1984　青木書店，『日本考古学研究序説』
1985　岩波書店など多数のものがある。
　さて，近藤氏の講義内容について述べておきたい。原始時代において塩作り一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　せんこう製塩は，しばしば土器を用いて塩水を煮沸（前赦）することで結晶塩を採取する
方法をとった。こうした土器製塩は，日本では縄文後・晩期の関東・東北地方で
盛行し，弥生時代になると瀬戸内地方が土器製塩の中心となった。
　一方，ヨーロッパでも土器製塩は新石器時代から行われ，東はソビエト黒海沿
岸から西はフランス・ブルターニュ半島，北はイングランド・リンカシャーから
南はフランス・サリーニド＝ベアルンの範囲に土器製塩の遺跡が分布している。
日本とヨーロッパ，この遠くかけ離れた二つの地域での土器製塩は，おそらくは
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歴史的に何の系譜関係もないであろう。しかし，塩という生活物資の生産を可能
にした技術的基盤を比較することは決してムダなことではない。
　たとえば，塩は塩分という意味では，人間が口にする食糧に天然の状態で含ま
れているから，土器製塩による効率的な塩の採取は，それを行うための技術を経
験的に知っていたとしても，生存するため以上の塩を必要とする要求がなければ
成立しえないであろう。
　今回の講座では，主にそうした技術論的視点から東西の土器製塩を比較し，ひ
いては，土器製塩に対する考古学的アプローチの仕方にまで言及しながら，世界
の中の日本考古学の位置付けを考えてみたい。（レジュメより）
　本学の事情により11月22日の予定を11月29日（木）に変更せざるを得なくなっ
乗谷」『よみがえる中世』（共編著）
　講義内容について記しておこう。私たちの生活をみまわすと，
ても焼物があり，
には，焼物の占める割合が大変高い。中略一使われた焼物には，土器，陶器，磁
器など，見かけや物理的な性質が異なる種類のものが，各々の長所をいかして組
み合わされて使われた。火にかける鍋は土器でなければならなかったし，水甕は
焼き締め陶器が良かったし，お膳のうえの碗皿はきれいな陶器や磁が欲しい一。
　この消費者の欲求は万国共通で，わが国でも，諸外国でも同じように，広く陶
磁器が流通することになる。特にいつの時代も最も優れた陶磁器を生産した中国
の製品は海を越えて世界中に流通したのである。
　東西の交易史のなかで，東南アジアは特別な位置をもっていた。東南アジアは
西のイスラムやヨーロッパが求めていた香料の産地であり，また，中国からイン
ド，西アジア，アフリカ，ヨーロッパへの中継地であった。この地を経由して，
大量の陶磁器が海上を西の国へと運ばれて行った。この海上のルートを，中央ア
ジアをこえた陸の絹の道一シルクロードになぞらえて，陶磁の道一「海のシルク
ロード」と呼ぶ人もいる。東南アジアそのものが中国陶磁器の大きな消費地でも
あった。
　一方，日本はそのルートの東端に位置し，直接にまた間接に中国，朝鮮，東南
アジアの国々等と交易をしていた。日本では，陶磁器は日常の生活用具としてだ
たが，講師の小野正敏氏からは変更のこ1央諾を得ることがで
　きた。氏に対して厚く感謝を申しあげたい。小野氏には東南
アジアの考古学についてお願いし，「陶磁貿易からみた東南
アジアと日本」というテーマをいただいた。講師及び著書を
簡単に紹介すると，1947年生，1970年明治大学文学部史学地
理学科考古学専攻卒業，その後，福井県立朝倉氏遺跡研究所
　に勤務，現在国立歴史民俗博物館考古研究部助教授。著書に
　は「先土器時代の遺跡群と集団」『日本考古学を学ぶ』3
1979　有斐閣，「15・一・　16世紀の染付碗皿の分類と年代」『貿易
　陶磁研究』No　2　1982，「越前一乗谷における町家について」
　『論集日本原史』　1984　吉川弘文館，「古代から中世へ」『古
代史復元』6（共著）　1990　講談社，「実像の戦国城下町一
　　　　　　　　1990　平凡社など多数のものがある。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　どの部屋に行っ
とくに朝晩の食事に関する道具やその用意のための炊事道具等
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講演会『日本考
古学1990』
前期遺跡見学会
後期遺跡見学会
けでなく，茶の湯，花，香とうの分野にもなくてはならない道具として，特別の
ものが選ばれ使われた。そのために中国だけではなく，朝鮮，東南アジアからも
広く陶磁器がもたらされ，独特の様相を生んだのである。
　ここでは，私たちが御飯茶碗によく使う「染付」と呼ぶ，日本人には馴染みの
深い焼物に例をとって，その生産と流通の実態を検討してみたい。また日本と東
南アジア，西アジア，ヨーロッパの消費地の様相を比較してみよう。そして同じ
製品が，また異なる製品が彼我の地でどのように使われたのかみてみよう。一以
下略一（レジュメより）
　以上，5氏の講義内容についてレジュメより抜すいして掲載した。1990年度の
春・秋を通じた公開講座でいえることは，あいかわらず受講希望者がきわめて多
いということである。しかし，いざ受講者のブタをあけてみると馴染みの人が多
く，公開講座による啓蒙という点からみればあまり大きな効果はない。この原因
は明確である。ポスターか友の会会報か口こみによる周知方法であるその範囲は
ごく限られてくるからである。もし，新しい受講者の開発を目的とするならば，
新聞に掲示することである。このためには新聞掲示のタイミングがきわめて重要
となる。
　ちなみに，第7回の受講者数は，293名で，第8回は223名であった。皆勤者は
第7回が177名，第8回が111名であった。
　友の会の活動も年を経るにしたがい活発にかつ充実してきている。それらの活
動のいくつかについて紹介しておきたい。5月30日（木）本学大学院南講堂にお
いて講演会『日本考古学1990』を開催した。講師とテーマは次のとおりである。
「日本考古学1990年」大塚初重館長，「陸平・動く貝塚博物館構想」戸沢充則教授，
「黒耀石原産地遺跡と石器研究の視点一長野県小県郡長門町鷹山遺跡群を中心に
一」安蒜政雄教授，「縄文時代の季節性と遺跡群研究」小杉康助手，「縄文の装身
具着装をめぐって」堀越正行講師，「濠をめぐるムラの源流一韓国・検丹里遺跡
の調査一」黒沢浩学芸員，「木の文化を探る一国府関遺跡の発掘から一」熊野正
也学芸員，「玉里村舟塚古墳とその遺物」小林三郎教授。1人30分の持時間で行
れるこの講演会は，8人の講師によるものであるから，4時間以上にもわたる大
講演会でもある。考古学博物館の支援団体である友の会へのサービスということ
で，研究室・博物館のオールスタッフが総出演するものである。今回は通算3回
目である。なお，その内容については『月刊歴史手帖』第19巻5号に掲載されて
いるので，参照されたい。受講者は160名を数えた。
　6月24日（日），バスによる甲府方面の遺跡見学会が行われた。コースは山梨
県立考古博物館及び周辺古墳群，甲斐国分寺跡，釈迦堂遺跡博物館などで，解説
者として小林三郎教授，熊野正也・黒沢浩両学芸員が同行した。参加者は50名で
ある。
　11月24日（日），バスによる下野方面の遺跡見学会を行なう。コースはしもつ
け風土記の丘及び資料館，周辺古墳群，下野国分寺跡などで，大塚初重館長，熊
野正也学芸員が解説者としてこれに同行した。さらに，現地講師として当会の会
員であり，佐野市郷土博物館学芸員の矢島俊雄氏にお願いした。参加者50名。い
まや遺跡見学会は，友の会活動の花形であり，参加希望者はあとをたたない。バ
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スの座席の関係上，50名の募集でいままで進められてきたが，今後はできるだけ
希望者が参加できる方法を考える必要がありそうだ。
　考古学博物館が大学会館へ移転し，そしてオープンしてはや7年目を迎え，友
の会は4年目を迎え，それぞれの事業をなんとか消化し，ようやく軌道に乗った
といってよい。しかし，これも束の間，この状態があと数年でマンネリ化をまね
いてしまう。こうならないためにも博物館として，あるいは友の会として何を考
え，何をせねばならないか今こそおおいに研究しておかなければならないのであ
る。
明治大学考古学博物館図書室の1年
　考古学博物館の図書室には，全国から送られてくる発掘調査報告書をはじめ，考古学関係
の研究書，雑誌などが収められている。図書は，発掘調査報告書（県別），年報・紀要類（県
別），専門書，雑誌，県・市・町・村史，図録（地方別），外国図書，抜刷（人別），薪刊図
書の各コーナーに分類されている。借し出しは行なっていないが事務室・整理室で必要な個
所をコピーすることが出来る。
　さて，この図書室の1年を簡単に紹介すると……。普段，図書室を利用するのは，主に本
学の考古学専攻生である。ゴールデンウィークも明け，学生達も新しい生活に慣れてきた5
月，専攻生の図書室利用状況は次の通りである。1年生10名，2年生17名，3年生61名，
年生122名，大学院生9名で総計219名である（1991年度月間延べ人数以下同）。3年生は，
主に演習の準備，4年生は卒業論文作成のために図書室を利用する。
　学生が各地の発掘現場に散っていく夏期，図書室では学芸員課程の実習生の手を借りて大
がかりな整理作業が行なわれる。これは，年々増加する図書に対応するためだが，限られた
空間の中で使いやすく，出来る限り多くの本を収蔵するのは容易ではない。
　卒業論文の作成も本格化してくる10月，この時期が1年の中で最も図書室の利用頻度が高
い（1年生22名，2年生31名，3年生118名，4年生245名，大学院生22名，総計449名）。ま
た他大学の利用者も11名を数える。12月には大掃除が行われ，年が明け卒業論文の提出日も
過ぎ春休みが来ると，いたんでいる本や雑誌・年報などは整本・合本に出される。1991年度
は整本86冊，合本63冊であった。この時期は，学生の利用者数が減少し（3月・総計80名）
日に1－2名しかいないこともある。
　このようなサイクルが毎年繰り返されるのだが，年度により学生の利用度は微妙に変化す
る。1年生の時から発掘にも積極的に参加し熱心に考古学を勉強する学生が多い学年は図書
館を利用する頻度も高い。つまり図書室の利用度は，学生の熱意のバロメーターなのだ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（植山英史）
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